






































 3）3 年生：各看護学専門領域の各論の講義と 2 年次の
基礎看護学実習Ⅱを終了しており、後期から専門領域看
護学実習が開始される。 
 4）4 年生：3・4 年時の専門領域看護学実習と統合実習
を終了している。 
2．調査方法 
 本研究はアンケート調査で、次の 2 つの尺度を採用した
調査項目である。 
 1）看護のイメージ：Osgood（1952）の意味微分法を採
用した 32 項目 
 2）特性的自己効力感：成田ら（1995）の特性的自己効
力感尺度を採用した 23 項目 
 
【結果】1．調査対象 
看護学生 1~4 年生の合計 343 名の学生にアンケート用
紙を配布した結果、合計 315 名から回答を得て（有効回答
率 91.8%）、これを分析対象とした。内訳は 1 年生 85 名
（98.8%）、2 年生 77 名（83.7%）、3 年生 74 名（92.5%）、
4 年生 79 名（92.9%）であった。 
2．看護のイメージと学年比較 










 特性的自己効力感尺度 23 項目の個人得点の素点の合計
から平均値と標準偏差値を算出した。平均値は 1 年生が最




















 特性的自己効力感は、1 年生が最も高く、2 年生、3 年
生と低下し、4 年生で再び上昇した。 
表1　看護のイメージ因子の学年比較 ｎ=315
1年生 2年生 3年生 4年生
Mean 6.25 6.14 5.89 5.92
SD 0.94 0.92 1.01 1.01
Mean 5.85 5.70 5.58 5.41
SD 1.10 1.12 1.06 1.06
Mean 5.90 5.28 5.16 5.33
SD 0.99 1.20 1.26 1.24
Mean 5.77 5.35 5.19 5.01
SD 1.26 1.44 1.43 1.28
Mean 5.96 5.68 5.51 5.47
SD 1.09 1.21 1.22 1.82
第Ⅳ因子 人間的内面性
全項目
第Ⅰ因子 社会的価値
第Ⅱ因子 職業的専門性
第Ⅲ因子 職業的魅力
